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with a sentimental flashback to a day in early 1 983 

1983年l月のとあるl日 まだ家々の玄関先に

松飾ηがみえる ここは大阪のド真ん中 阪急

梅田駅から歩いて5分ほどのかなり大きな雑居

ピルを改装した研究所の室である 州に喰え

ようも主〈 毛羽だった髪と髭'の引が 典型

的なケンプリ yン枕りのある口調でやや早口

に。しかし物静かに話している その眼鏡から

披がビートルズのl世代であることが 目でみて
とれる 「制胞系請は完成した つぎに何をや

ったらいL叶、考えていたが 棉出の全ゲノム

100Mb (11.立f且装)をン ケンスしてはどうか

と思っている だいたいの戦時はできている

あとはやるかやらないかを決めるだけだ 」当

時それは途方もない計画だったが。そこにいた

もう 人の男は 「綿虫ならできるだろう」と，

やや漠然とではあるが敬意を表してそれを聞い

ていた 確かに [何I々"を全部 "嗣雄的に?

やる」とは線虫C.elegansにこそ相応しい言葉

だ じっさい}このもう 人の川も「“初IUI亮

1に関わる遺伝子"をt部 ‘網羅的に 克
見 分離してやろう」と思ってドイツに乗旬込

んで行ったのではなかったか 日本に帰って散

年が経っていた 「ああ!そんなことを考えて

いたこともあったんだなゐ]と一瞬なつかしく

しかし妙に他人事のように振り返った

~ 2 次石油危機やスリ マイル品開克事故か

らおよそ10'1'を経た80年代の後半?新た主役割

に自己の存在理由を椋索していた米 エネルギ

ー古は パイオ分野の"っかくでリーダーンツ

プを尭押することによってその存在在米国民に

アピールすることにした これが世界を H ヒ}

ゲノム日競争へと駆り立てる大きな原動力とな

った 1989年から1990年は まさに世界が激変

をした時代の典型であろう そして その影響

をもっとも強く受けているのが日本である ベ

ルリンの慣とともに冷戦構造が刷椀し 冷戦構

ゲオルク山林
(訳 三輪錠司 中部大学生物機能閲尭研究所)

造ゆえに未曾有の経済的成功を収めた日本は時

代の流れについてゆけず これを境に政治経

済 社会的混迷と混乱へと陥ってゆく I注 1I 
バイオ分野でもったきな転換期であった パイ

オにおけるピヅグ サイエンスの始まりであ

る エネルギー省とのリーダーシップ争いに

伝統を主娠することで辛くも打ち勝ったNIH

(米国国立衛生研究所)は.DNAの二重らせん

構造の尭児者であるj出 Wat拍 nを段高責任者と

してヒトゲ ノム プロジェ ク ト (Human

Genome Project)を立ち上げた 名目上は “国

際的 となっているHUGO[HU【nanGenome 

Organizationの略ー 注 2Iが創設されたのもこ
の頃である 確かHUGOの推進のため日本を訪

聞したWatsonが 「貢献なければ恩賞な し」と

プロジェクトへの出世をためらう日本に。摘さ

ぶり"をかけるような尭言をしたとの噂を聞い

た頃でもある

1989年5円，隔年ごとに聞かれるιelegansの
国際会議地 I注3Iに 長い長い “巷き物を
大きな壁一杯に貼旬付けている。あの独特の

毛羽だった髪と髭 の姿があった John 

Sulslon (当時 MRC分子生物学研究所研究

員 注4Iである 慎ましいスター卜から 6年
~ .巷き物"にはほぼ完成LたC.elegansヶ・ノ

ムDNAの物理地図 (cosmidとYACクローンで

作成されたphysicalmap)が拙かれていた こ

の会議でSulstonらは 「これはヒトゲノム解説

のそテ'ルケースになるjとして 3年間で3Mb

を解説することを目標においていた これは当

時かれらの解説能力の2倍以上を要求する目標

であったし 資金の目処も別にあったわけでは

ない しかも 解説速度を2倍にしても100Mb

あるC.e{egansの主ゲノム解説には100年以上か

かる計算になる さすが唯我独尊ス タイルの

Sulstonもここからの回陳述成には大きなサボ
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トを必要とした 大主主仕事には必ず運也大

切である さいわL、1989.'1はヒトゲノム計幽が

始まった年である SuIstonらの尭去に米英の

関係者は素早く反応した Watsonは米国NIH

ヒトゲノム プロジェクトの最高責任者として

Sulstonとワンントン大学 (Washington

University at白 Louis)のBohWatc同tonをリー

ダ に仕立て， r線虫ιelegansのヶ・ノム プロ
ジェクト」をヒトゲノム プロジェク卜の(米

NlHと英MRCが共同で出資する)Pilot Project 

と位置付け 1990年から向こう3年聞の資金顎

助を申し出た

技術の進事も早く 3Mbの解説は順誠に進ん

だ 1992'J'には全ゲノムの解説は5年以内に可

能であると判断できるまでになっていたが。巨

額な資金を必要としていた そしてこの貯金援

助をいち早く申L-mたのが かのCraigVenter 
[注5 ~:主16也事照のこと ! と仲間たちである

しかしイギリス政府は 過去四年以上に及ぶ線

虫C.efega別への固ま的研究暖助を哩由に

Sulstonらが米国の lベンチャー企業に移るこ

とに対しあからさまな不快感を示すとともに

L、ままで以上の研究助成を申し出た が， ;日何

せん!政府の提供できる資金はVentcrらのそれ

に比べて余りにも少なく あきらめる外はない

と思われた ところが，イギリス政府に思わ由

味方が現れた.またまたJimWatsonである

WatsonはSulstonらにVenlerらの巾 ~11¥を受

けないように促し 幾つかの企車や財団に彼ら

への資金擾助を要却した [注61 その111に

Watsonファミリ との関係がある製薬会社

Glaxoゃ、Vellcome[法71.あるいは1be、Nellcome
Trust [以下 Well印 me財団と略す 注81が

合まれていたことが推測される 特にWel1come

財団は HUGOプロジヱク卜としてすでにヒト

ゲノム解説に取り紺んでいた 部外者である

我々が詐Lいいきさつを知ることはできない

が， Sulst叩 らは最初Jの5年間でJ:95百万{約

200億円)の研究資金を受けることになる 加

えて， Sulslonを所長としてヒトゲノムも解析

する研究所の設立も決まったこの研究所こそ

ヒトゲノムの解読で一般にも知られるようにな

ったSangerCentreである [注91.Ventcrの中

し出から研究所の設立まで l年足らず これだ

けの規模を考えるとそのスピードにはただ驚く

他はない

Sanger Centreの設立怯 線虫のゲノム解説

は順調に進み， 1993年8円までに 2Mb， 1994'ド

12円には10Mb以」が解説された 1996年の8月

にはいよいよ50Mbを越えゲノムの半分以上が

解読されたそ して1998年12円全長97Mbに及

ぶ線虫C.efegansのゲノムは。その全貌を表すこ

とになった [注101 動物押ではもちろん初の

快挙である 15年にわたって追い続けた夢を実

現したJohnSuIs印刷1，そのt.を歴史に刻むこ
とになる 主過伝子の数は19，099個遺伝子 l

倒あたり平均5つのイントロンをもっと推定さ

れている 発表された1998年当時すでにこれら

推定された遺伝子の42%が他の生物での存在を

確認されていたので それらの生化学的機能を

推測することができた また それまでに克見

されていたヒトの遺伝子の70%がホモロジーを

もっていたのでC.elegansのモデルとしての:m

Mt1がいっそう高まることにもなった [注111
線虫ゲノム僻説から2'1一位ヶ ~I ， 2001年 2H

15日.51. Valentine's Dayの翌日に尭行された

Natureは ヒトゲノム解説に一応の特It符が打

たれたことを尭圭した H主12.主主131 このヒ

トゲノム プロジェ クトでもSuIslonはSanger

Cenlre所長としてずっと指押を執って きた

(;主141 しかし尭韮の数ヶ円前 12000年10月)

に植は所長の座を降りている なぜか 「ゲノ

ムからポストゲノムへjと時代の軸足は移りつ

つある ひたすら自然を追い求めた心は 医薬

の開発や医療への鹿闘を図る財団の思惑に限後

まで融けこむことができなかったのであろう

か Venter 派とのヒトゲノムにまつわる数々

の儲執!や衝突に心が痛んでいたのであろ

うか 「少し休んで，また一人だけで何かをは

じめたLリ と側近のものに諮っていたという

思えば 「骨思するのもされるのも好きではな

い アドミニストレーンョン的な役割は一切断

っている」とよく百っていた そんな披がゲノ

ム解説では何百人ものアドミニス卜レーターに

なっていた この敢，~，慣の信念 (思L 、)とは

追う生き方 (wayof doing scicnce)を強いられ

たのではなかったか 「きっとそうに違いない

Johnに“我勝ちの競争 は似つかわしくなLリ

もう l人の列はつぶやいた [j主15， j主161

(文中敬柏略)



l注 11円本経済のIII状を川プル111の失政や無軌道な全

Ni行動あるいは放漫な経世のツケだけで説明するの

は とづてい無開である経済政策諸に冷戦構造の

解体に伴うH本の 「戦略的価値jの相対的。r/anu，絶

対的U¥fを無似することは事態の本闘をはiSとすこと

になる戦時的価値の低下とは 料学持術的にみれば

米凶の知的所布継に対4る101本のフリ あるいは優先

的アクセス縦 nlJ¥"など元来ないので 被占脊度
とでもいうのがより妥当であろう)の低下を 伊lとし
てやげることができょう 今ひとつは日パレ ポ ル

現象}とでも呼ぶべきものである 参加凶がmえるこ
とによってH本のパレーボ ルの地位が低下したよう

に 向由Ili湖への参加国が噌えたことによる低Fが考

えられる 詳しく以 ゲオルク山仲智 「憂轡なる仮」覚

と大いなる~J _~俗紋術斜苧大学妓術開発センタ

旬報賞'H91~" : 3-10 (2000)を参附されたい

[):主 21分子守物学に不新的な悦点と爽快な鴛きを与え

つづける拠能の天才線以の遺伝学をjl川、たら同"，y

Brcnncrが HUlllanismを代表寸るフラ/スの文豪

Victor HUGO (代表作 「剛忽，¥J.¥t股J，rレ ミゼラプ
ルJ，rノートルダム ド パリJIに凶んで命名した
n主31この時の会議地は ニューヨーク州ロングアイ
ラ/ドにあるコールド スプリ〆グハーハー研究所

(Cold ~相暗 Hru加， w~同町 h即1/-且hl.Ofず)

毎年叫に聞かれる ンJノポジウム(I933f¥'-に始まる)で

発表することは 分子句物学をιすt，-のstalus叩 n加!
となっている 研究所は， 19世紀の中間に捕鯨でつか

の聞の繁う長を戸空した小さないなか開Iの人り江 v、一
川 )に附した :i1>にある J，)椛則的1850Q代には9
隻の捕鯨船がこの人均五J:zll¥人りしていたという い

までこそ世特に冠たる分子'1物?の開常色。州般会社

のオ ナ カら人りil付近械の広大な地械の寄付を

受けたBrooklynInsti削除が18同ザにささやカな生物学

研究所をl役、Kしたのを発端としている 1898年ハーパ

ド大学の進化生物学教控であったCharlesDavenpo吃

が所長に就任し その2~ 後の1帥O~ にメンデルの週

伝法!\I Jが再発見された週伝学を可i:~似したDavcnport

11 1叫4 1f.liJf究所!こ'~験進化学術究施l世(のち遺伝ヤ

教弔となる)を投開するためCarncgicIlIstitution of 

Washington (CIW)に貯金綴助を型z請した 以米1962

年まで過(;，'-1教宅はmvの付属研究恥設として巡岱さ
れてきた その後研究所内の円緬統合が行われ現

住のliJf究所体制が11¥米上がった 曲年代に H年lIt政的

位慨に陥ったが jo加 C位閣の御子倉温の努力によっ

て持ちft'iした 1968午から所長がWat同nになり 以

米内符の拡大と充実が回られてきた 1叩4{j'.にBru回

公泊m皿を所従に迎え入れると Wa何'"は総肢 (pr.開

dent)となっている 1998年には大学院も設立され!

研究/財政の尚l耐とも賞金時代を迎えている 「基盤

はNeiJ;!hborsと呼ばれる幾つかの大金持ちファミリ ー

によって支えられている」とWal田 nl:Jitが掛ってい

た
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I注 41MRCは.sritish Medica1 R，巴舵archCouncilの略

で "英国低減?評議士"あるいは“英伍医学審滋会"と

d択さ才lることが多L、

I注51 ヒトゲノム解脱-11¥乗句をすることになる
Venterは丸刈田の部長級の附究者である N旧時代に}

彼のチ ムが榊遣を読み取ったヒトの“遺伝子DNA

配列" を特許として Ijl r~，し ヒトグノムの公共性をめ

ぐりNIHをUじめ多くの研究者と対立 NIHを僻輸す

る その後研究資金を従供してくれるスドンサ を

般し11'し 民間のゲノム研究所(ゲノムリザ チ研

究所 百G耐を設立したSulslonO)スカウトを試み

たのはこの出である 1998-1)にTIGRとは測にヒトゲ

ノム ベンチセ 企業のセレラ ジェノミク ス社

(Cclera Genomic討を紋3ーした そのセレランエノ

ミクス社は 般的には京泊5有以降になるだろうと忠

われていたヒトゲノムの解説を筑101年までに終了させ

ると宜百し その百来週句2001年半々にヒト ゲノム角形

;械を完了した

I注 61突はWatsonのこう した精)J的な行動の炎には

Vι叫ccと彼の応調凶に対するWatwnの激しL‘低抗があ

ったことを Scicncc誌から茶道い知ることができる

「ゲノム情報は公のもので符定の集団や倒人に銀、中す

べきでは会iリ と主張する /j， Wat明n白身は幾つ

かのベンチ守 ーや大企業の庫川dや味主でもあった こ

の中には本文中で制介したGlaxoやWcllcomcの他

Merckがあったようだ McrckはBobWaterstonを所長

とする“ヒトゲノム解析セ/ター"をワンントン大学

に設立している この米凶の研究所と央1MのSanger

c，附eはあらゆる窓昧で一卵性双生児のように。 線"'
とヒ トのゲノムを解放してきたこと'"胤知の*::J!:であ

る Scicncc砧によると。 Sulstonのスカウト合戦で

w，回nとFredBourke (Yenterの財政的mcnlor)は文
字通η悠叫りあいの血目撃までしたらしい 包ourkeが

当時NiHの所長であったB.Hcalyに興3Rを唱え放判も

僻さない切を伝えたという その後まもなくWalson

はヒトゲノム計闘の扱両氏任者の聴を“理由不透明な

まま"辞任事ることになる

l注7lGl皿0とWellcomeは1995年に合併し 街全社怯
GI凪 .0W cllcomcと命名された 製薬業界のグローパル

化と再編の滋1J.fi河まるところを知らず 2000年には

G¥axoWellcomeとS刷出回"，l3e配hamt)!合併して恒大

製薬企業G出品凶出血'"<となった

[卸 11醐年にロンドンでBUlToughs& Wcllcome-i-alJ 

蒸したアメリカ人HenryWel1comeの遺言によって

1936年四立された 米凶のHughcs財団に優るとも劣

らない巨聞の財力を拍る医療財団財団の総資産は l

兆刊をかるくこえると忠われるが 実際の規燃はノド

明

[注91股立当初.Wellcomc TrustとMRCは研究所の名

前{に 目白分の名iIIJ"を付けると吋いに誠らず 段終的

には分子守物学分野の巨人FrcderickSangcr (ノ ーベ

ル化学世を2度畳町)の名を付けることで折り合った
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というエピソ ドが娩っている 結同 級近The

Welk加、cTrustSa岨"，!n泊lutcと変称した

I注101嗣 cnce.19咽 Dα(.，nbcrI I ~} : C. tltgans金ゲノ

ム削減金'i'.l，T 解説の般傍段階では “ゲノム解説得
隊目の総~11400入金超えていたという

S考文献
:tence田2:1肝2-1974&却】2 叫46(1鎖泌)

②I陀 ndsin Gcnctics， I柏崎 512(1使潟)

I注11)C. tltgansに関するイI益なWebSileを4ヶ所有許げ

ると

())http://ww，，"醐Igcr.ac.uk

<2lhttp/lb師 ci.umn.edu/CGC/CGChom叩暗出国

{j)hllp:llclcg皿S.S'州"剖i凶u

(j)http://www問 m帥se.orgとなる

これらは内管が負!:kし リンク先も時%なので世界中

のC.tltgan$~Jf究所側究室 あるいは研究者のサイ

トに飛び込んで行〈ことができる また <2lで線虫採

(野生体突然変災体とも}を乎に入れること 岳と

③で同好誌の踊騰や同好砧への投抽について知ること

ができる

B主12JNalu陀!笈)()IF，曲""'"15 リ'Ii (Sa昭~Ce"皿)

米 (ワ y;/トン};'i')倉中心とする凶際チームによる

ヒトゲノム解疎の完了を発会する特集号解読宵l合を

筆記債と する英米の武献度1191%.11本の質献度は 7%

1111司が 1% その他tろもろの1>1で1%である

I注目1Scien皿双剛 Fcbruary16呼米ベンチャー企E

セレラ枇l枕によるヒトゲノム肉離説完 ru;:tをする特

集号i とも宵えるこのりで注目すべきは ヒトゲノム

解続に必ける中国系研究省の“貧献段"でめる 名前

からや断寸ると}敏行人の研究者のうち :Klニ3分の
1 r.lt(till小同系で"る -Ji 日系と見られる4九州は

1人だけである H本が中間を鋭争相手と見れば近

未米これほどの強倣はいなH ことに傘る 分野は違う

が これと同制度に衝窓的なのは 2同2'f.l月付けで

ハーパード大乍が向こう 5~ 問に ' 1'閏カら3曲人に上る

地Ii.，"央行政のト ップエリ トを受け入れると発表
したニとである /iくから関係の深い両者ではあるが

1997年l1Hに江沢l止がハパ ド大学を肋間していら

も、交流はますます活発になっている 毎年剖人もの'1'
国ト ップエリートがハーパード大学でのエリー ト数刊

を受けて中間に帰ることになる 11本の将来にも大き

な膨響を与える可能性を絡めたピッグ ニュ スと昌

えよう

I i主14)2001年11-1811.SuIstonほElisabcth女王よ句

Knigh山田<11こ叙せられ加の綜'!を綬けられても、る

ちょうど1q'.iJ祉の叡知2年11J. Jim、N'atsonもKnighth制刈

を担けられたが こちらは;:;1ヨ人ではないのでSirの

株りは1，;.えられなL、らしL、

I注151断るまでもな<• rそうに追いない j はもう

l人のリ¥Q):t!.¥俗にすぎない しかし C. elegansのゲノ

ム桝械を終えたSulSlonが 「所長をやめたLづ ともら

していたニとは.5四gcrIn国民"toのWebSileからも明

らカである Sulstonl'Jtt1Jftの所肢を防めたTheSa崎町

白 川陀1;1.lbe Wcll曲川Tru鍋Sanger10岨tuteと争当林

会変えるとともに 析しい所MA1凶 Bradlcyをベイラ

眠料大学(米テキサス州ヒュ ストンにあるBay1er

Collcge of Mcdicinc)から迎えた rhe Wellcome 

Trusll.:t2QOl ft'.JOrI lHI 析しいす・ストゲノム時代町
リーダーを立πし 餅 5 ヵ fJ:.;I~耐を舟1>した 向こう

5刷/Uの餅究予算は<300佐川(州制位f1J) 初旬度の

2凹/qニー2凹2年度予I!は1:63.3百万(約130億円)で

ある 1I!1羽川l:ボNdl身がビッグ サイエンスの磁聞を

社会に約束しているが儲かにスケルが大きい今

後の研究の巾心は ヒトの体の発'1メカニズムとヒト
の耐似体であるという

併し</1 

(1)hU，，:/ /www醐Igcr.ac.ukと

<Zlhllp:llwww/welkome.ac.ukを怠!~! されたし

I注101この似備金;-，を終わる叩jにピ ァグ ニぇースが

人ってきた{カリフォルニア叫問 2002"'.1阿22日}

Vcnlcrがセレラ ジ"ノミックス社の社長を降りたと

t、うのだ r(ポス トゲノム時代に必喫傘}製寮研究
(drug di舵。vcry)Iこ欄わったことがなt、jというのが

瑚山 しかし 後継r.が決まる摘に村長の昨を降りた
ことで 内第抗争"や。Vcnlcr!'J身が仕事に敏れた回

などの嶋が飛んでいる
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